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県労連人事院要求提出交渉
人材確保の視点での初任給等改善、人材育成を担う再任用・高齢層の処遇改善を！
県の実態を踏まえ、再任用職員を一時金の支給対象から除外した人事院勧告に追随するな！
　県労連は9月12日、県人事委員会事務局長に対し2019年人事委員会勧告に向けて、要求書を提出し、各単組代表者が発言しました。

県人事委員会交渉自治労県職労発言
〇人材確保の視点から、初任給の引上げを求めます。
・日本全体でも若年者人口は減少しており、今後人材確保は重要な課題となります。
・神奈川県では、採用辞退者の比率が大きく、退職する若手職員も後をたちません。
・全県が東京通勤圏である神奈川においては、人材確保の競争相手は県内だけではありません。
・人材確保策の一つとして、初任給を引き上げるべきです。具体的には、大卒１級２９号を４号給引上げ、１級３３号とすべきです。これでも地域手当を含めれば、東京都の大卒初任給を下回ります。
・最低限、初任給を４号給引き上げる勧告を行うことを強く求めます。
・また、県内町村で地域手当が低支給の自治体でも、人材確保に大変苦労しています。健全な自治体運営を図るために、地域手当制度の抜本的見直しが急務です。
〇また、若年層の処遇改善のためにも、公民比較方法の見直しを求めます。
・民調における５００人以上規模の企業との役職対応は、国や多くの県では２級は主任、３級は係長であるのに対して、神奈川県では２級は上級係員、３級は主任と、１ランク低く、したがって給与水準も低くなっています。
・どのような理由で国や他県と異なっているのか、これまで一度も説明を受けたことはありませんが、いずれにしろ不合理な対応方式であり、神奈川県の若年職員の処遇が低く抑えられているのは明らかであり、人材確保の観点からも、今年から国や他県と同様に是正すべきです。
〇次に、職場で人材育成を担う、再任用職員、高齢層職員の処遇改善です。
・人事院は8月の勧告で、一時金の引上げ対象から再任用職員を除外しました。
・国と神奈川県では、再任用職員の働き方はまるで異なります。
・神奈川県では中堅層職員が少数のため、再任用職員は現役時代と同質・同量の仕事をするだけでなく、新人・若手職員の人材育成まで担っています。
・また、一般事務の再任用職員は、今年度から仕事は変わらないのに格付けだけが、従来の行政職5級から4級に引き下げられました。
・このような中で、一時金の支給対象から再任用職員を除外するようなことがあれば、再任用職員のモチベーションは著しく低下し、当事者の業務だけでなく、職場における人材育成に重大な支障を及ぼしかねません。
・県人事委員会におかれては、こうした神奈川県の事情を十分踏まえ、人事院に追随することなく、再任用職員を差別的に扱わないよう強く要請します。
〇現給保障の廃止に伴う格差の正確な反映と号給追加についてです。
・今年4月、給与制度の総合的見直しに係る現給保障が廃止されました。
・これにより事実上給与減額となったのは高齢層職員です
・高齢層職員は、再任用職員と同様、中心的に自らの仕事をこなすだけでなく、新人・若手職員の人材育成を担っています。
・今年度の較差は、民間賃金の引上げだけでなく、当然現給保障の廃止も反映されるはずです。生じた原資は余すことなく、若年層だけでなく、この間低い引き上げ額に抑えられていた高齢層職員を含めた全世代に配分されることを求めます。
・また、現在行政職１表の4級、5級では、最高号給に100人以上が在級しています。
・高齢層職員の生活、モチベーションを考えれば、号給追加すべきです。
〇次に、ハラスメント対策です。
・近年、いわゆる「カスタマー・ハラスメント」、業務に関連した相手方からの暴言などに悩む職員が増加しています。
・職員が安心して働けるよう、有効な対策を示されるよう求めます。
〇最後に、過重労働対策です。
・当局は「働き方改革」と称して取組みを行っていますが、過労死水準の月８０時間超の時間外勤務がいまだ解消されていません。
・また、今年4月から勤務時間の上限規制が導入されましたが、4月当初から45時間超の職員は100人を超えています。
・「過労死等の防止のための対策に関する大綱」では、「職員に過重労働の疑いがある場合は、人事委員会が監督指導の徹底に努めるものとする。」と明記されたことを踏まえ、上限時間等を超える職場への立ち入り調査など、労働基準監督機関としての役割・機能の強化を求めます。
県労連人事委員会要求
１．2019年度の給与勧告について
（１）公平・公正な公民比較に基づき月例給の給与水準と一時金の支給月数について改善するなど、較差をあますことなく解消すること。
（２）国の勧告に追随することなく、再任用職員の一時金を引き上げること。
（３）公民較差の配分にあたっては本県の実情を踏まえ、広範な配分として全年齢層を対象とすること。
（４）一時金の引上げ分は期末手当に配分すること。
（５）賃金改定に当たっては、民間賃金実態を正確に把握し、透明性を確保すること。また、県職員と民間従業員の職務対応を国に合わせること。
（６）地域手当については本県の実情と経過を踏まえて増額を図り、県内一律支給とすること。
（７）公務職場への人材確保の視点から、若年層の給与水準について大幅な引上げを図ること。また、神奈川の実態を踏まえ住居手当の改善を図ること。
（８）すべての在職者が定年まで昇給が可能となるよう、号給を延長すること。
（９）教職員賃金の課題にあたっては、水準の維持・向上となるよう対応を図ること。

２．労働時間短縮、休暇、休業制度の改善について
（１）社会全体の長時間労働是正の動きにあわせた「働き方改革」を踏まえ、客観的な方法による勤務時間の実態把握や業務削減と人員増など、実効ある超過勤務縮減策を提言すること。
（２）各種休暇制度を新設・拡充すること。特に、ボランティア休暇の取得要件の改善、休暇日数の拡充を図ること。

３．男女平等の公務職場の実現及び両立支援策の拡充について
（１）次世代育成支援対策推進法に基づく「次世代育成支援・女性活躍推進に関する職員行動計画」について、着実な実施に向け指導を行うこと。
（２）出産・育児にかかわる休暇・休業制度における男性の取得率向上に向けた具体的な促進策を提言すること。
（３）育児・介護を行う職員の両立支援策等の拡充を提言すること。
（４）女性職員採用・登用の拡大について、積極的な取り組みを行うこと。

４．臨時的任用職員・非常勤職員等の処遇改善について
（１）処遇については、均等処遇の原則に基づき抜本的に改善すること。
（２）県に雇用される労働者の最低賃金を、行政職(一)表の高卒初任給並に引き上げること。
（３）有給療養休暇を拡充すること。
（４）慶弔休暇を拡充すること。

５．その他
（１）国に遅れることなく、65歳までの段階的定年延長を基本に雇用と年金の確実な接続に向け人事委員会の役割を果たすこと。
（２）再任用職員の賃金水準については、退職時の水準を踏まえたものとなるよう改善を図ること。また、生活関連の手当を支給すること。
（３）再任用職員の休暇等の勤務条件を常勤職員と同様にすること。
（４）賃金・退職手当・休暇等の諸権利について、労使交渉を制約することのないよう留意すること
（５）ハラスメント防止策や働き方改革の検証を第三者機関である人事委員会が行うこと。
県労連確定闘争日程
（県人事委員会勧告は例年の10月中旬を想定）

10月23日(水)　要求書提出交渉
10月28日(月)　副知事回答交渉、第1回幹事団交渉
10月30日(水)　支部代交渉

10月30日(水)　自治労県職連合総決起集会
　18時30分から　県労連会議室
11月 1 日(金)　第2回幹事団交渉
11月 7 日(木)　県労連総決起集会
　18時30分から　横浜市社会福祉協議会（桜木町）
11月 8 日(金)　第3回幹事団交渉
11月11日(月)　決議文手交
11月13日(水)　最終幹事団交渉
　　　　　　　  拡大評議委員会
11月15日(金)　戦術配置

自治労神奈川県本部女性部主催

「岸さん、相原さんに聞こう！男女平等」学習会＆昼食交流会＆国会見学のお知らせ
日時：10月26日（土）10：00～14:45

場所：学習会・昼食交流会…星稜会館

（東京メトロ永田町駅６番出口より徒歩３分）
　　　：国会見学…国会議事堂
　講師：岸　まきこさん（参議院議員）

　　　：相原久美子さん（前参議院議員）

　内容：国会での男女平等の取組みやハラスメント対策について

※参加ご希望の方は組合事務所までお問い合わせください。

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































